
半径�U�の球面上に△$%&（球面三角形）があり，その���つの内角をそれぞれ�

$，%，&�とする。次の設問のとき，図のような△$%&�の面積を求めよ。

設問１　内角の和が�$�%�& �����のとき。

設問２　$＝D�，%＝E�，&＝F�のとき。ただし，D，E，F�は弧度法とする。

S　

はじめに，半径が�U�の球面上に内角の大きさが�$���%���&�である球面三角形の面積�6�は，�

6 �$�%�& �S �U �であることを証明する。

球の中心を�2�とする。

球面上の���点�$，%�について，球を���点�$，%，2�を通る平面で切断したとき，断面

に現れる円を大円（単に大円$%で表す。）といい，大円上の弧�$%�を球面多角形に

おいては辺�$%�という。

同一大円上にない���点�$，%，&�に対して，球面三角形�$%&�を考える。

球面三角形�$%&�について，�%$&＝�$を，点$における大円$%と大円$&の接線の交角と定義する。

大円$%と大円$&によって，球は���分割される。

�$が属する領域の面積を� $6 �で表す。

$6 �は�$�に比例して，$＝�S�のとき，半球の表面積��
�SU �になるから，
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また，大円�%&，大円�&$，大円�$%�によって球面は���個の球面三角

形に分割される。

しかも．2�に関して対称な球面三角形の面積は等しい。
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$�6  %�6  &�6  6 �とおくと，

6� $�6 � %�6 � &�6 �は半球の表面積に等しい。
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設問��　$＝D�，%＝E�，&＝F�であるから，�6 �D�E�F �S �U �　P
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